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1　 は じめに

　わ れわ れが平常行 なっ て い る ス ポー
ッ活動や体育活動 で は

， それぞれの 活動 に 特有 の 慣用語

が使われ，時に は，そ の 活動以外の 活動 で使われ な い 専門用語 も使われ る。こ れ らの 語彙 は
，

それ ぞれ 独 自の 語誌 を も っ て い る 。

　語彙 の 発達や 変遷 に つ い て は
， 古 くか ら国語学 ， ある い は言語学等の 分野で 研究が 進め られ

て きた 。 しか し ， 体育学 の 分野で は
， 体育用 語の 語誌的研究は若干見 られ る もの の

， 総合 的か

つ 系統的 な語誌の 研究は い まだ皆無で ある 。 われ わ れ は，各学問分野 に お ける 従来 の 成果 を十

分 に活用 しなが ら
， 体育 と の係 わ りを視野 に 入れ た語彙の 史的研究を行 な い

，
そ の 語彙の 諸相

を多角的 に 明 らか に して い くこ とが肝要 と考 え る 。 こ うした語誌 の 研究の 積み 上 げは ，その 語

彙を使 う人 たちの 適切 な活用を可 能 に し，そ の 活動 を歴史的な活動 へ と昇華 して 有効な成 果を

生 む の を助ける で あろ う。

1　研究 目的 ・方法

　健康 の 維持 ・増進 の た め の 身体 「運動」語彙の 発達 ・変遷 に は
， 大略 ， 医学的分野，教 育分

野 及 び軍事 関係分野 の 三 つ の 系譜が考え られ る 。そ の 3系譜の うち，本稿で は
， 特に 医学 （衛

生 ）的分野 に視点を置 き，上 記語彙の 初出か ら定着に 至 る まで の 発達 ・変遷過 程 を諸文献 に よ

っ て 明 らか にする 。
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皿　結果 と考察

　1． 「運動」語彙の 原義と初出

　 『大漢和辞典』に よれ ば，「運動」は
，

「め ぐ りうご く。 は た ら く。 又
，

め ぐらしうこ か す。

［新語 ， 愼微］若 二 湯武之君 ， 伊 呂之臣一
， 因 二 天 時一而行 ・ 罰 ，順 二 陰陽一而運動 。 ［後漢書 ， 梁

統傳論］夫宰相運 二 動樞極一，感 二 會天 人一
。 ［董仲舒，雨雹對］運動抑揚，更相動薄 。 」〔1）とあ る 。

また
， 『中文大辭 典』に は

， 「轉移也 。 ［京房 ， 易傳］積氣運動 ，天地剖判 ，成卦之義，在於九

二 。 ［易緯，乾坤鑿度上コ聖 人 日乾坤成，氣風行 ，天地運動 ， 由風氣成也 。 ［莊子，寓言注コ直

自強陽，運動相隨往 來耳 ， 無 意不可 問也 。 ［新語，愼微］因天 時而行 罰 ， 順 陰陽而運動 。 」e2）とあ

る 。 最 近上 しされ た 『字通』には ，「め ぐりうご く。 ［新語 ， 愼微］天 の 時 に因 りて罰 を行ひ，

陰陽に 順 した が ひ て 運動す 。 ］o と記 されて い る 。

　以上 か ら ， 「運動」語彙の 原義は ，「め ぐりうご く」で あ り，そ の 生 まれ は 中国で
， しか も漢

代 に誕生 した語彙 と考え られ る 。

　 なお
，

こ うした用例 は
，

わが 国で も室町時代 か ら見 られ た 。 耶蘇 （ヤ ソ ）会 の 宣教師数名の

編集に よ る 『日葡辞書』（Vocabv｝ario 　da　Lingoa　de　lapam）に は，「Vnd6・ウ ン ド ゥ （運動＞Facobi，

vgogu ．（運 び ， 動 く）循環運動。 例，　 Tenno　vnd δ（天の 運動）」〔4〕とある 。

　2． 「運動」語彙の 語釈

　現在 ，「運動」語彙 （以下，「運動」と い う 。 ）に は，概略以下 の よ うな語釈が見 られる 。

　  　 「め ぐ りうご く」，「物体の 位置が 時間の 経過 に つ れ て変化す る」【5）
。 （以 下 ，「め ぐ り動 く」

　　 とい う 。 ）

  「物體が動力 に よ っ て 動 く状態」〔6｝．「物理 学名詞」の ，「力学」的運動 Bl
。 （以下，「力学的

　　運動」　とい う。）

  「化 学変化 ・生物進化 ・社会発展な どをも含め て
， 物質の 存在 と不可分 に結 び つ い た変

　　化
一

般」t9）

， 「物事の 状態が 時 と ともに 変わ っ て 行 くJam。 （以下 ， 「物事の 変化」 とい う。 ）

　  「あ る 目的 を達す る た め に ，い ろ い ろ な方面 に働 きか け る」tlT
）

，「或 る事 に奔走盡力す るl

　　Cl2），「在社會羣衆間，散播思 想，宣傳主義，以 謀達其 目的，謂之 運 動，如社會運動」｛L3）
。 （以

　　下 ， 「社会的運動」 とい う 。 ）

  「あ る 目的の ため ， 軍 隊や 兵卒が移動する」峨 「牢事用 語 ， 移幼前迸 。」咆 「教練」

　　「操練」　・ 「訓練」［161
。 （以 下，「軍隊式運動j と い う。 ）

  「生 物体が 能動的 に起 こ す動 き」c17’
， 「生理 学で

，

一般 に 生体が 能動 的に動 く現象 。 生 体

　　内で 発生する 生物学的 エ ネル ギ
ー

に よ っ て ，生体の 全部 または 一
部の 位置を変える動 き」tls）。

　　（以下 ， 「生理的運動」 と い う 。 ）

  「養生の 為體をうこ かす」・9
  「活濃肢體之動作，意在使血脈流暢，以増進 身體發育者日

　　運動」 

， 「身体 を動 かす」t2t］
， 「心身 を鍛錬 した り， 修練す る 目的で 身体 を い ろ い ろ に動 か

　　す」 CZ2），「主 に身の 回 りの用事や家事的 な活動領域 （中略）にお ける諸運動」C23）
。 （以下，身体

　　「運動」 とい う。 ）

　以上 の ように，「運 動」に は，多様な語釈が あ る 。
こ れ ら の 語釈の うち ，「力学的運動」，「物

事の 変化」， 「社会的運動」， 「軍隊式運動」， 「生理的運動」及 び 身体 「運動」 は
，

わ が国に お い
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て は，い ずれ も近世 ，あ る い は 近代にそ の 初 出を求め る こ との で きる 語釈で ある 。 本稿で は
，

身体 「運動」 を検討対象 に論議 を進め て い きた い 。

　3． 身体 「運動」の 類語 と初出

　 「運動」 に は 多様な語釈が見 られ たが ，身体 「運動」 も また，視点や条件等の 違 い に よ っ て

多様 に 類別す る こ とが で きる 。 本稿で は
，

こ の 身体 「運動」を
， 「他動詞的用法の 場合」〔2‘で

「自己 目的性」C25｝を持ち，か つ 「大筋肉運動を主体と した運 動」 ととらえて 検討 を加えて い きた

い 。 た だ し，
こ う した条件 の 中に あ っ て も， 人間の 身体 「運動」の 複雑 さか ら

， 本稿 の 意図す

る身体 「運動」 と異な る 身体 「運 動」 も考えられ る こ とを付記 してお か な けれ ばな らな い
。

　上 記の 条件 を具備 する 身体 「運動」 に は
， 概略以 下の よ うな 「運動」 が ある 。

　ア．日常生活上の 身体 「運動」

　　  　身の 回 りの 用事 ・家事と して の 諸活動

　　  　生活 の た め の 収入 を 目的 と し た諸活動 ：労働  

　イ．健康の 維持 ・増進 を目的 とした身体 「運動」

　　  　日常生 活の 中で行なわ れ る諸活動 ：散歩 ，
ジ ョ ギ ン グ，徒手的な体操，海水浴 ，

レク

　　　 リエ ーシ ョ ン活動等 CZ7〕

　　  教育 目的を もっ た諸活動 ：体育，体育的諸活動ge　2Sl

　　  　鍛練 ・競争を 目的 と した諸活動 ：ス ポーツ ，ス ポ
ー

ッ 的諸活動等［te）

　 ウ．文化 と して の 芸術 的表現 を目的 と した 身体 「運動」 ：能楽 ， 舞踊等 L30）

　本稿 で は
， 以上 の うち ， 日常生活上 の 身体 「運動」 と健康の 維持 ・増 進 を目的 と した 身体

「運動」を中心 に 論議す る こ ととした い
。

　（1） 身体 「運動」の 類語

　は じめ に ， 身体 「運動」 に係 わ る 類語 に つ い て検 討す る必要があ る 。 それは
， 身体 「運動」

とい う語彙がある時期 に現われる こ ととなるが ，それ と係わ る語彙 の 検討，つ まり， 身体 「運

動」 の 前身 を求め る観点か らで ある 。 以下 ，語彙 の 初出年代 に 関係 な く，順序不同で 検討 して

い きた い
。

　  「うご く」， 「うこかす」，「うご き」

　 『角川古語大辞典』C3t）に よれば，「うご く」 と 「うご き」に は，「活動する」，「体を動か す」

語意が ある とされ，次の よ うな用例 と出典が示 され て い る 。

　 「物 は少 しおぼ ゆれ ど，腰 なん うこ かれぬ 」（竹取物語），「そ なた へ まゐ り来 べ けれ ど，う

ごきす べ うもあ らで な む」（源氏物語 〈夕霧 〉），「（オ産 ガ）程ちか くな り給 て，御 うご きな ど も

之ある まじきと
， お ぼ つ か な くて 」 （夜の 寝覚）

　 い ず れ の 出典も平安時代 の 初 期か ら後期に か けて の 文献で あ り，こ の 時代 に身体 に係 わ っ た

「うご く」及び 「うご き」がす で に使用 され て い た の で ある 。

　なお ，「うご く」の 他動詞 で ある 「うこか す」は，上記の 辞典 を初 め ，『時代 別 国語大辞典』

（上 代編 ）〔32で も記載 され てお らず ， 平安時代 に お い て 身体 に係 わ っ て 使用 され て い な か っ た も

の と考えられる 。

　  「は た ら く」， 「は た らか す」， 「は た らき」

　 『角川古語大辞典』〔：i3）に は ， 「は た ら く」は ， 「体や そ の
一

部が 動 く」， 厂活動す る」意が ある
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と され
， その 用例 と出典が 明 らか に され て い る 。 また

， 「はた ら く」の 他動詞で ある 「はた ら

かす」及 び名詞形 の 「は た らく」に つ い て も，上記 の 語意 と関連 して ，その 用例 と出典が示 さ

れて い る 。 こ れ ら の用例の 出典は ，宇津保物語 ，枕草子 ，古今著聞集，宇治拾遺物語，方丈記

等で あ り，また，こ れらの語彙は，平安時代中期か ら鎌倉時代 にかけて 「体 を動かす」意と し

て 使わ れ て い た もの と考 えられ る 。 なお
， 前田富祺は

， 「『方丈記』の 段階で は 『身体を動かす』

こ とに中心が あ っ たの で は ない か と思 う」 と報告 し，「現在の 『はた ら く』『は た らき』に通 ず

る 用法 が い つ か ら使 わ れ 出 した か に つ い て は （中略）現在 の とこ ろ
， 中世後期 の こ と と考えて

い る」 と報告 して い る〔M ）
Q

　  「しん ら う1（「辛勞」）， 「どうえ う」（「動搖」）

　 『蒙求 抄』 に は
， 「人 體 ， 辛勞ス ル ガ藥 ゾ

， 食シ テ 閑二 臥 シ ツ ナ ン ドス ル ガ毒ゾ
，

立 チ ツ 居

ツ 動搖 シ タ ガ ヨ イ ゾ （後略）」C3［］とあ る 。
こ こ で は

，
「辛勞」 と 「動搖」 とが 「体 を動かす」意

で 使用 されて い る 。

　 『角川 古語大辞典』｛3G］に よれ ば，「しん らう」は，「目標 とす る こ とを達成す る た め に努力 し

て
，

つ ら い 苦 しみ を重 ね る こ と」 の 意が あ り，「精神的 な苦労 に も肉体的な苦労に もい い
， 『心

労』『身労』と も表記 される 」 と し ， 出典 と して 宇津保物語 ， 竹 聞 ， 蓮如御文章等 を挙 げて い

る
。

　
一

方 ，
「ど うえう」は，「うご きゅ れる こ と」，「物体が ゆれ うご くこ と」，「ぐらぐらす る こ と」

の 意 を もち ， 日本霊異記等を初出 とす る語彙で あ り，主 と して 「物体」や 「心」の 動 きに使用

された 〔3
％

　以 上 か ら ，「辛勞」は 平安時代 の 中期頃か ら，また，「動搖」は室町 時代の 後期頃か ら，それ

ぞれが 「体 を動かす」意を もつ 語彙 と して 使用 され た もの と言 える 。

　  「動作」， 「勞動」

　 『日本国語大辞典』｛3S’に よ れ ば
， 「動作」は

， 「何か 事 を行なお うと し て
，

か らだ を動か す こ

と 。 また，そ の 動 き。た ち い ふ る まい 。」の 意 が示 され ，神道集 の 用例 が挙 げ られて い る 。

一

方 ， E角川古 語大辞典』t3meS ，「身体 な どを動か す こ と 。 また ，働 き動 くこ と」 とし，理学秘訣

の 用例 を挙 げて い る 。 前者か ら， 「動作」は
， 「事 を行 なう」 ときの 身体的動 きで あ り，「事」 に

主眼 をお く語彙で ある と言 うこ とが で き ， 「事」に よ っ て 制約 され ない 「運動」概念 と若干異

なる概 念 を もっ て い る語彙 と考え られ る［4°）
。 また ，後者 か ら は ，「動作」 は ，「休息」に対応す

る 身体的活動の 意 に も使用 され た こ とも認め る こ とが で き る 。 こ の 用例 は
， 曲直瀬玄朔著 『延

寿撮要』 の 「言行篇」 に も見 られる 。 例 えば ，同篇 に 「日出て 動作 し ， 日入て 休息すべ し」〔4D

とある 。
つ ま り，こ の 語彙は ，「事を行 な う」 と きの 身体的活動の 意で 南北朝時代か ら使われ，

そ の 後，生活上の 一般的な身体的活動 に も使わ れる ように な っ て い っ た語彙 と言えよ う。

　　「勞動」 に つ い て ，『日本国語大辞典』“2）で は ，「ろ う
一どう・ウ

・・［労働 ・労動］［名 ］  か

らだ を使 っ て 働 くこ と」 と し，『大字典』
“ 3｝で は

， 「［勞動］ラ ウ
・ドウ0 身體 を動か して 疲 る る

意 。   勞 働 に 同 じ」 と して い る 。 「働」 は ，「國字」 で あ り，「動」の 伝来後に作 られ た語で
，

「人 と動 と合」 した形声文字で あ り， 「人が体 を動かす」意 をもつ 語で あるω
。 重複するが

， 前

述の 前 田の 「『はた ら く』 は，中古か らの 用例 を見付ける こ とが 出来るが ，最初の こ ろ の 用例

は 『うご く』 と類語で あ っ た」C45〕と の 報告 も理解 で きる 。

　　『医心方』の 「巻八」「脚氣姑息法第四」に 「鬚鰯鶺節常苓遶携此 孟養生 之要提」  と，また ，
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 れ ル トキ ハ

「不用乘馬若能歩行勞動 其脚 氣自然漸老」 とある 。前者は 「体 を動か す」意 で あ り，後者 は

「は た ら く」意で ある 。 こ こに は
， 同語 彙の 異 なる使 い 方がな され て お り， 当初の 姿 をか い 間

見る こ とが で きる 。

  「運轉」， 「運用」

　 「運 轉」は ，『時代別国語大辞典　室町 時代 編
一

』UT］と 『角 川古語大辞典』C”8）に記 載 され て い

るが ， 「運用」 は
， 両者 に記載 されて い ない 。 こ うした 点か ら，「運轉」 は，「運用」 よ りも古

い 語彙 と考 えられる
’
。

　 『明治の こ とば辞典押 は
， 「運轉」 に つ い て 「天体 がめ ぐり運行す る意味か ら ， 機械 の 運転 ，

身体 を動か す こ と，資本 の 運 用 へ と変化 」 した と指摘 し
， 『衛生 新論』（緒方 惟準 ， 1872）と

『医事問答』（江馬元齢 ，
1875）の

一
節 を引用 し て い る 。 また

， 惣郷正 明 は
， 『軍 陣備 要　救急摘

方』（平野元 良，1853）の
一節 を引用 し，「手や足 の 関節 を動か サの に 『運転』 と い う言葉が使

われ」［50］た こ とを報告 して い る 。

　 「運用」 は
， 貝原益軒 の 『養生訓』（巻第二 ，総論 下 ）に使 われ て い る 。 す なわ ち，「家 に居

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 わ がた ち い
て，時 々 わが体力の 辛苦せ ざる程 の 労動 をなす べ し，吾起 居 の い た つ が は しきを くる しまず ，

しつち ゆ う　　　　　　ぬ　ひ

室 中の 事 ， 奴婢 をつ か はず して
， しば しば み つ か らた ちて 我身を運用すべ し 。 」　［51）と 。

　さ ら に
， 櫻寧居士 の 『養性訣』に は

， 「こ の 臍輪以 下丹 田 の 地 は
， 人 身の 正 中に て

， 肢體 を

運用 と こ ろ の 樞紐 な り（中略）身體 を運轉べ き大気 を， こ の 中心 の 丹 田 よ り輸て ，（後略）」翩 と述

べ られ て お り，「体を動かす」 意で 「運 轉」 と 「運用」が使 われ て い る 。

　こ れ らを ま とめ る と
， 「体 を動 かす」語 彙 と して の 「運轉」 と 「運用」 は

， 江戸 時代 中期頃

か ら，主 として 医学的分野 で 使用 され て い っ た，比較的寿命の 短 い 語彙で あ っ た と言 える 。

　（2） 身体 「運 動」の 初出

　 「うん ど う （運動 ）」 は
， r時代別 国語大辞典』の r上 代編』 に は記載 され て い な い が

，
　 r室

町時代編
一
』に は以 下 の ように記 さ れ て い る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 キヤ ウ

　 「人や物 が動 きまわ る こ と 。 活動す る こ と。『住車ハ 不 二 運動 ．一車也。 …　 　 行車 ハ 運動 ス ル

車也」（六 物図抄）　 『知 覚運 動ハ 生 ゾ 。 知 ハ 寒 キ熱キ ヲ知 リ，生 ヲ悦死 ヲ 悪 ガ知覚 ゾ 。 運動 ハ

働 ク カ タ ゾ 。 知覚ハ 心 ノ方 ， 運動 ハ 身ノ方 ゾ』（孟子抄．1．．）jl53’

　上 記の 『六物 図抄』は
， 「自悦守懌講 ， 芳卿光隣聞書」「永正 五 （1508）年跋」で あ り， 『孟子

抄』は ，清原宣賢著 で 「永正
一三 （1516）年」 の 作 で ある ・

跳 い ずれ も抄物で あ り，室 町時代 に

お ける 五 山の 僧や 儒者の 古典講釈 の 筆記録 や 注釈書 で ある 。 こ うし た 点で は
，

こ の 「運動」 と

い う語彙 は
， 室町時代 の 僧や儒者 間で 慣 用化 し て い た もの と考えられる 。 なお，上記 『孟子抄

＋
一』 には ，「天 ノ 三百六 十メ グ ル モ 運 動ゾ」　t55〕と，原 義 で あ る 「め ぐり動 く」意で も使 われ て い

る 。

　高野繁男は，『日葡辞書』を引用 し，「わが 国で も室 町時代 か ら」 「め ぐ り動 く」意で の 用 例

が見 られる と報 告 し， 「『身体運動』の 意味 に なる の は （中略）明治六年 ご ろ か らの よ うで ある」

と指摘 して い る csG］
。 しか し ， 上記 の 引用 文献 も示す よ うに，室町 時代後期の 1500年代初 期に は ，

「め ぐり動 く」意 の 「運動」 も， 「体 を動 かす」 意の 「運動」 も，
ほ ぼ同時期 に 使 われ て い た の

で ある
。

　 「め ぐり動 く」意の 「運動」 か ら 「体 を動か す」意 の 「運動」 に 至 る ま で の 変遷 に つ い て 概

観 して きたが，こ れ まで の 検討結果 をまとめ る と，次 の よ うに なる で あろ う。
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　身体 「運動」 の 前 身と も言 える語彙 に は
， 「うご く」 「うご き」， 「は た ら く」「は た らか す」

「はた らき」，「辛勞」，「動作」，「勞動」等め語彙を挙げる こ とで き，こ れ らの 語彙が母胎 とな

っ て 「め ぐり動 く」意の 「運動」が 「体 を動か す」意の 「運動」 へ と発 展 して い っ た の で あ

る 。

　4， 健康に係 る身体 「運動」の初出 と定着

　本稿の 目的で あ る 「養生の た め」「健康の 維持 ・増進の た め」「体 を動 かす」意 を もつ 「運動」

とい う語彙は ，い つ 頃か ら使わ れ たの か ， また ， そ れが どう普及 し定着 して い っ た の か ， 本項

で検討 して い きた い
。

　（D 　健康に係 る 身体 「運動」 の 初 出

　わが 国で は
， 「養生」 に 係 る衛生 書は

， 古来先賢に よ っ て 多 々 上 しされ た 。 それ らの 書は
，

経験 に よ る もの か ら中国や 欧米諸 国の 影響 を受 けた もの まで 見 られ
， 極 め て 通俗的な もの か ら

科学 的な もの まで多様で あ っ た 。
こ こ で そ の す べ て を検討す る こ とは で きな い が ，こ こ で は，

室町時代後期か ら江戸時代末期 に か けて 上 しされた 「養生書」 に つ い て 検討する 。

　健康 に係る 身体 「運動」 につ い て
，

こ の 語義 をもつ 内容の 事例や こ の 語意 をもつ 「運動」 と

い う語彙 の 使用例 を年代順 に掲げて み よ う。

　 「日出て 動作 し
，

日 入 て 休息す べ し」，
「春は夜臥て

， 早 くお き，ひ ろ く歩 して ，神氣を生ぜ

しむ べ し。 」（曲直瀬玄朔 q599 ＞
， 延壽撮要，日本衛生 文庫，3 ＜6＞，　 p258，259）

　 「春三 月は陽氣が上 りて 萬物 も生ずる ほ どに ， （中略）朝か ら起 きて 廣 き庭 に 出て 歩み
， 只氣

を の ば し遊山玩水な ど して氣を悠長に持て」，「手足 をつ か ふ 事，しつ か に して汗の 出ぬ や うに

はた ら き」（名古屋玄醫 〈1683＞，養生主論 ， 日本衛生 文庫 ， 3 〈5＞，p．8，10）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は ん　こ　　　　　　　　　　　て い　に

　 「身体 は 日 々 少 しつ つ 労動 すべ し。 久 し く安坐すべ か らず 。 毎 日飯後 に
， 必ず庭 圃の 内 ， 数

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しつ お く　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 ち ょ うばん

百歩 しつ か に 歩行す べ し。 雨 中 に は 室屋 の 内 を
， 幾度も徐行す べ し 。 如 ・ 此 ， 日 々 朝晩運動す

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 とど こ お り

れば
， 針 ・灸を用 ひず し て

，
飲食 ・気血 の 滞な くして 病な し 。 」（貝原 益軒 q713 ＞，養生訓，石

川謙校訂 〈1987＞， 養生訓 ・和俗童子訓，岩波書店，p31）

　 「老人 は （中略）半時 ばか り過て 杖 に た すけ られて
， 小庭な どを歩行 して

， 食氣 をめ ぐら し，

極老の 人 （中略）人 に手をひか れ座 中 を百歩ほ どすべ し ， 少 し勞動す べ し」（香月牛山 〈1716＞，

老人養草 ， 3， 日本衛生文庫 1 ＜2＞，pp．62−63）

　 「搖動する もの は 陽氣つ よ し と心得べ し」（小川 顯道 く1773＞， 養生 嚢 ，
上

， 日本衛生 文庫 ， 1

＜1＞ p50）

　 「躰 ヲ 動カ シ ツ カ フ コ トヲ養性 トス 」（谷 了閑 く1801＞， 養生談，日本衛生 文庫，2 ＜3＞，p59）

　 「勤 二 動作 一不 ・ 可 ・ 好 ・ 安」（杉 田玄伯 〈1801＞，養生七不可 ， 日本衛生文庫 ， 1 〈1＞
， p．7）

　 「人生 養生 の 急務 に して 天 の 道也 。 ゆえ に人各其職を勤て 身体 を運動す る時は ，能家を保ち

生 を安ん じ其身壮健な る こ と顕然 た り。 」（高野 長英 ・岡研介共訳 〈1813頃 〉
， 蘭説養生録 ， 2 ，

〈今村嘉雄 《1967》 ， 十九世紀に於ける 日本体育の 研究 ， 不昧堂書店 ， p694 ＞）

　 「手足 ヲ動カ シ
ー途 二 其職 二 心 ヲ入 レ テ餘ノ忘念 ナ ク勤ム ル ユ へ 心 氣勞セ ズ 自然 ト養生 ノ 道

ニ カナ ヒ テ多 ハ 無病ナ リ」， 「武藝 ヲ學 デ出精 ス レバ 身體動搖 シ テ 筋骨 ノ 養 トナ リ疾ヲ 生 セ ズ ，

是文武ノ 道皆養生 トナ ル ナ リ」（中禪琴溪 q817 ＞
， 生々 堂養生論 ， 日本衛生文庫 ， 3 ＜5＞

，
　 p．104，

io7）
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　 「體は常 に運動すべ し，躁 し く動作すべ か らす，坐 臥久 しけれ ば氣血 の め ぐりを妨 ぐ，坐 臥

常 に足 の 指を屈伸 して 怠 べ か らず ， 運動 第
一

の 要法 な り」（田 中雅樂郎 く1826＞， 田子養生訣 ，

日本衛生文庫，lq ＞，p．364）

　 「人身は運動 に利あ り，靜居 に害有，運動す れば能 く飲食 を消化 し血液 を健運 し筋骨を健 固

な ら しむ （中略）力作の 人は常 に壯健 に して富貴の 人は恒 に多病な るは全 く運動 の 多少 に よる

者也 ， 安坐 して 生活する人 は常 に務めて 身體 を運動 し以て其害を防 くべ し」（陸舟庵 く1818−一〉，

養生 訓，上 ， 日本衛生 文庫 ， 1 〈1＞
， pp．189−190）

　 「醫説 日 ， 偶 食 ・ 物 ， 甚雖 ・ 覺 二 體倦 一
， 無 二 輙就 一・ 寝，可 ＝ 運動徐行百 餘歩 一，然後解 ・ 帶

鬆 ・ 衣，（中略）宋程正 敏日
， 曩時は老人飯後必散歩 ， 欲 下 搖 二 動其身一

，
以 鎖 トレ 食也」（伊東如

雷 〈1840＞， 攝養茶話 ， 日本衛生文庫 ， 3 〈5＞
， p．355）

　 「江戸 は母子共 に飲食厚美に過 ぎ，（中略）然るに運動の 機，不足 な る故に ，自然氣血 手足肢

末 に循環する の 力足 らず ， 是只上 部頭 腦に 逼進する ゆ ゑ な り。」（桑田 立斎 く1853＞， 愛 育茶談 ，

日本衛生文庫 ， 1 ＜2＞
， pp．141−142）

　 「大氣浴場及 び運動 を論ずj，「左 の 法則の 無病健 全 を保 つ に 要須 な る を知 るべ し， 即 チ （中

略）日々 大氣中に運動すべ し」（杉 田擴玄端訳 〈1867＞， 健全學 ， 下 〈6＞
， 致 高館藏版 ，

〈雄松 堂

書店 ， 復刻版 〉
， p．182，　 pp．222−223）

　今村嘉雄は，「養生 と身体活動の 関係 を説 い た もの は ，益軒を もっ て 嚆矢 とす る もの で は な

い 」t57〕と報告 して い る 。 養生 と身体活動 の 関係 を説 い た もの に つ い て は
， 今村の 指摘 の とお り

で あるが
， 「養生 の為」 「体 を動かす」意 で の 「運動」 の 使用 は，現在 の と こ ろ貝原 益軒 の 『養

生訓』が 初 め て で は な い か と考え られ る 。 貝原益軒以 後，こ の よ うな意 を も つ 「運動 」 は ，

「動作」，「つ か ふ 」，「勞動」，「搖動」， 「動搖」等の 類語 と と も 「養生 書」 の 中で 使用 され て い

っ た 。 上 記の 用例か ら も推知で きる よ うに
，

1800年代 に 入 り， 徐 々 に で はあ る が
， 使用 例 も多

くな り， 幕末か ら明治期に か けて 定着傾 向を強 め て い っ た の で ある 。

　（2＞ 健康 に係る 身体 「運動」 の 定着
一医学的分 野 を中心 に

一

　初 め に 「定着」の概念 を規定 し て お きた い
。

つ ま り，
どの よ うな時 に 「定着」 した と考 え る

の か で ある 。 「言語」 の 定着の 有無 を確認する 条件 に は
， 多様な条件 が ある だ ろ うが ，

一般 的

に は
， 少 なくとも次の よ うな条件が 挙げ られ よ う。

　 ア　辞典類 に 掲載 され る こ と。

　 イ　 関係分野の 法規 に記載 され る こ と 。

　 ウ　公文書類，教科書類，新聞類 に使用 され る こ と。

　工 　関係分野 に係わ る著作物 （公刊物）に使用 され る こ と 。

　本稿で は
，

上 記の 諸条件の うち，少な くと も複数以上の 条件が 満た され た時に 「定着」 した

もの と考 える こ とと した い
。

　 どの よ うな語彙で あ っ て も， その 語彙 の 初出か ら定着 まで の 過程 にお い て ば
， 類語間 の 生 き

残 りの た め の ，あた か も 「ふ る い 」 に掛 ける よ うな選別事情が見 られ る 。 その 結果 ， 特定 の 分

野 ・社会 ， ある い は特定の 文化 に と っ て 有用で 適切 な表記と認 め られ た語彙だ けが 生 き残る こ

と となる 。 しか し，そ の 語彙が 選別 され
， 定着 したの か 否か の 判定は

， 容易で は な い
。

こ うし

た こ とか ら
， 強 い て 上記の よ うな条件の もとで 検討 を進め る こ と と した わけで ある 。

　健康に係る身体 「運動」の 定着まで に は，少な く とも三 つ の 流 れ が見 られ た 。 それ らは
， 医
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学 （衛生 ）的分野 ，教育分野 及び軍事関係分野 で の 各流 れで ある 。 本稿で は ，先に も述 べ て き

たが
， 医学 （衛生 ）的分野 を中心 に検討 し

， 他の 流れは別稿で 論 じた い
。

　近 世に お ける養生論は，19世紀に入 る と，儒学を基調 とした養生論か ら西洋衛生 学を基調 と

した 養生論 へ と転換 して い く。 先 に も用例 として 挙げたが ， 高野長英 ・岡研 介共訳 の 『蘭説養

生 録』が 西洋衛生学の 翻訳 の 嚆矢 とされ て い る t58〕
。 そ の 後，文久年間か ら慶応年間 にか けて ，

杉田 玄端訳 『健全學』， 辻怒介抄訳 『扶氏長生法』， 久我俊斎訳 『三兵養生論』等が上 しされる 。

また ，元 治元 （1864）年 には ，松本良順 ・山内豊城 共著 『養生 法』 も出版さ れ る 。
こ れ ら に つ

い て は
， 今村嘉雄 の 詳細 な研究報告があ る （591

。 い ずれの 書 も， 西洋養生法 と係 わ っ て 「運動」

と い う語彙 を使用 し，身体 「運動」が健康の 維持 に 必須で ある こ とを強調 して い た
。

　医学 （衛生 ）的分野で の 幕末 に お ける西洋養生法 の 導入 に 伴 う健 康 と身体 「運動」 と の 係わ

りは ，明治期 に 入 っ て 一層拡大 ・強化 されて い っ た 。 そ の 拡大 ・強化 は
，

一
般社 会を対象 と し

た衛生 （個人）面 にお い て顕著に見 られ た 。

　明治 10年代 に 入 る まで に
，

以 下 に掲 げた よ うな
一

般社 会向 きの 衛生 （養生）書 c6°1が 出版 され

た。

　明治5 （1872）年 ：緒方惟準纂輯 『衛生 新論』，鈴木良輔 『衛生 新論』，土岐頼徳纂輯 『啓蒙養

生訓 』

　 明治6（1873）年 ：横瀬文彦 ・阿部弘国訳 『西洋養生論』

　明治7（1874）年 ：錦織精之進訳 『百科全書　養生 篇』，文部省 『養生編』

　明治8 （1875）年 ：小林義 直 『養 生試説』

　 明治9 （1876）年 ：浦谷義春 『養 生の すすめ』

　以上 の 若干 の 著書 に つ い て
， 健康に係る 身体 「運動」に視点 をお き ， そ の 内容 を概観する 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 に とキ

　緒方惟 準纂輯 『衛生新論』c61）は ，「晝 間
一

回家外 二 徘徊 シ 或ハ 開豁氣内 ニ テ 努力 ス ル 「緊要ナ

リ」，
また

，
「體 中の 諸器 ハ 役セ サ レ ハ 衰弱 シ勞役 ス レ ハ 強健 ト爲 ル」 と述 べ

，
「空 氣 ，

運動，

浴法」 の 三 者 の 係わ りで 「身體 ノ運動」 の 緊要 性を強調 して い た 。 上 記 の 引用文 で も用 い られ

て い る が ，「役」や 「勞役」等 の 語彙が 「運動」 と併用 され て い た 。 なお ，「運動」 は，数か所

に しか使用 され て い なか っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は た らき　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ち の め く
’
n

　同 じ年 に 出版 された土岐頼 徳纂輯 『啓蒙養生訓』
｛G2） （前編 ）は

，
ル ビ付 きで

， 「運動 ハ 血行 を

縫 る 蓴」 の 項を設 け ，「鰍 の 纖 ハ よ く襤猛 縫 る こ となれ ・艦響を奮に して 艘蠱を

蠡健に する に ハ 旨a瑟整よ く筋肉を慧動か す こ と欝婁な り」 と述べ て い る 。
こ こ で は

，
「運動」

を 「は た ら き」， 「は た らかす」意 に 使用 し， 「活動」 も同 じ意で 使用 して い る 。
つ ま り， 先 に

述 べ た緒 方の 『衛生新論』 とともに，こ の 土 岐の 『啓蒙養生訓』（前篇）にお ける 「運動」 と い

う語彙 の 使用 に は
， 類語 との 未分化が か い 間見 られ る とこ ろ か ら，明治初年 の 両書の 出版 時頃

まで は ，「運動」は い まだ定 着の 途上 にあ っ た もの と考え られ る 。 こ の こ とは，明治 7（1874）

年 に 刊行 され た 『啓蒙養生 訓』（后 篇 ， 巻 之上 〉と 「前篇」 を比較 した と き ，

一
層 明 らか とな

る 。

　 さて
， そ の 「后 篇」で は

， 「運動」 に つ い て の ル ビ に
， また

， 語意に つ い て も変化が見 られ

た
。 「

うん と う　　 こ と

運動の 事」の 項で 「そ れ裳簡6菌こ
鼈旨も譲べ か らざる もの は墾薪養蛎の 舞蓮鰯よ り笑

じ　　 　　 　　 　　 　　 　 およそからた 　つ よ ＃　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 しうぶ ん 　 　もの こ と　 　　 　　　 なか い き　 たも　　 　　 　　 　　からだ 　つ よみ

切 な る も の は な し凡体 に 強 と い ふ もの な けれ バ 十分 に物事 をな して 長壽 を保 つ べ か らす体 に 強
　 つ け　　　　　　　こ れ　　 うこ　　　　はた ら　　　　　　　　 ほ か　よ　　　ハ VV

を付 る に は 之 を動か し働かす よ り外善 き法あ る こ とな し」 と論 じられて い る 。 「前 篇」 で の
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「蓮蜀」が 「蓮動」 と改 め られ
， 「運動」実施の 意義 に つ い て も ， 「養生の た め」 とい うだ けで

　 　 　 　 　 　 つ よ み 　　つ け

はな く，「体に強を付る」ため で もある と指摘 し，拡大 ・深化 させ て い た 。 なお
， 「后篇」に は ，

「運動」 と 「体操」， 「運動」 と 「心 （氣）」等 の 関連性 に つ い て も論 じられて い た 。 以上 の よう

な 「后篇」の 表記や 内容は，徐々 に 「運動」語彙の 定着傾 向が 強め られ て い た こ とを 示 して い

た 。

　横瀬文彦 ・阿部弘国共訳 『西洋養生論』〔63，は ，「運動 ノ事」の 項 を設け，「運動」 の 意義 を初

め ，必要性，
一般的効果，方法論，種類 と特殊効果等が科学的 ・

体系的に論 じ て い た 。 そ の 主

要な点 を挙げる と
， 次の とお りで あ っ た 。

　  　 「運動」 を 「勞動」 と明確 に区別 した 。

　  　 「運動」 は ，健康 の 保持増進 と体力 の 向上 に 役立 ち ， 精神 的効 果 も大 きい と指摘 した 。

　　例 えば
， 「運動」は

， 「心身ヲ慰勞快樂」する
， 「筋力ヲ 固 メ 育成 ヲ進」ませ る

， 「筋骨 ヲ健

　　壯 ニ シ （中略）病害ヲ驅 除 ス 」，「心膽 ヲ廣量 ニ シ其意志 ヲ安静 ニ ス ル ノ ミ ナ ラ ス 其驅命 ヲ

　　シ テ 極メ テ 長久 ニ シ （後略 〉」 と論 じて い る 。

　  　 「運動」 実施の 基本的事項 に つ い て ，例 えば ，実施 時の 心 の あ りよ うが 効果 に影響 する

　　こ と （「心 二 樂 ミ氣二 快キ トキ ヲ 以 テ 之 ヲ行 ヘ ハ 其効 ヲ得 ル コ ト甚タ多シ」），全 身的な 運動

　　をす る こ と （「平均 二 運動」 する
， 「全体 ヲ動 カ ス 」）， 運動 を毎 日継続 して 行 な う こ と （「日

　　常 ノ運動」が 「永久健康 二 歓ク ヘ カ ラ サ ル 1 こ と）， 性 別 や 職業別 の 考慮 ， ある い は 実施

　　時期 （朝晩，食前 ・後，季節）の 考慮等 ，詳細 に論 じて い た。

　  　近代 的 な各種の 運動 を紹介 し，そ の 効果 と方法を解説 し て い た 。 な お ，「手業」の 項 で
　 　 タイサ ウ

　　「体操 」 に 読 み方 と語意の 2重 ル ビ を付 け ， 読 者へ の 便 宜 を図 っ た 。 こ れ は
， 啓蒙 へ の 配

　 　 カ ラダヲカウメ’

　　慮で あろ うが ， 語彙史の 研究 に示唆 を与 える もの とし て 注 目すべ きこ とで あ っ た 。

　わが 国にお ける百科全書出版の 最初 と言 われ て い る錦織精之 進訳 『百科全 書 　養生篇』（en〕は，

文部省編 『百科全書』93冊 中の 1冊で ある 。
こ こ に は

， 「身体 ノ 運動」 に係 る養生法が 論 じられ

て い た 。 そ の 主要な 点は
，

以下 の とお りで あ っ た 。

　  「人体」 は 「働 ク可 キ 性」 をもち，「働 ク」 ときに は，「筋 ト精神 トヲ」使わ なけれ ばな

　　 らな い
。

　  　 「身体」 は
， 使 えば強 くな り， 使わ な けれ ば衰弱する 。

　◎　 「身体 ヲ使用」す る に当た っ て は
， 「身体」が 「健全 ニ シ テ使用 二 堪フ ベ キ」状態 にあ

　　 り，そ の 状態 に よ っ て は 「漸 ヲ 以 テ」行 な うこ と，「神経 ノ激勵 二 由 リ テ 運動 ヲ促 シ 」 「其

　　達 セ ン トス ル 事 二 注意」 し
， 「興」味 を増 す よ う工 夫す る こ と

， 「身体 ヲ使用」 した 後 は
，

　　「食物 ヲ以テ之 ヲ補足」 する こ と等が肝 要で あ る と指摘 し て い る 。

　  　 「運 動」 には，「自動，被動」の 別が あ り，「自動体術」 は 「日二 二 時 間」 行な う必 要が

　　ある 。

　  　 「熟眠 ス レバ 其心 ヲ快ク シ且 ツ 其健 康ヲ助 ク ル」 と，「心 身 ヲ休息ス 可 キ事」 の 重 要性

　　 を指摘 して い る 。

　明治初年に上 しされ た一
般衛生 （養生）に係る刊行物は，西洋医学 を学 んだ医師や 英学 を学

ん だ啓蒙思想 家た ちに よる もの で あ り， 欧米諸国 の 生理 ・解剖 書や 衛生 （養生）書等 を抄訳 し

た り，参考に した りした もの が 中心で ，啓蒙を主 目的 に した もの で あ っ た 。
こ うした啓蒙 の 成

果 は
， 次の 報告か らもうかが い 知 る こ とが で きる 。 明治初年 「体術 が教育の 現場で は 普及 が 困
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難であっ た の に比べ
， 養生法は 日本で は広 く民間に広 まっ て い たの で どちらか とい えば

， 教師

と して は講義 しや すか っ た」［G5）と の 大場
一

義の 報告 ， ある い は 明治9（1876）年3月初演 の 「歌舞

伎 ・川 中島東都錦絵 （川 中島
一二 幕）」 の 「『酒 の 匂 ひ と勢ひ で 』『呑まぬ うちか ら』『満腹 い た

し た』『ど れ 運動 （ウ ン ドウ ）を』『い た さ うか 』」
t6G） （『日本 国語大辞典』）との 事例は

， 健康 に係

る身体 「運動」 とい う語彙や 概念 がか な り浸透 し
，

定着傾向を強め て い たこ とを示 して い た 。

　前述 の横 瀬 ・阿部共訳 『西洋養生論』及び錦織訳 『百科全書　養生 篇』 も示すよ うに
， 健康

と身体 「運 動」の係わ りの とら え方が 近代的に多様化 して い っ た 。
つ ま り，「運動」概念の 多

様化が見 られ た 。 当初の 病気に ならない た め の ・健康維持 の ため め身体 「運動」概念を基底に ，

「体」を鍛 えるため の身体 「運動」概 念，「心」に快楽を与えるた め の 身体 「運動」概念へ と多

義化 した 。 なお
， 身体 「運動」 と係わ っ て

， 食物や空気 ， 休息や睡眠の 重要性が指摘 され る よ

うに なっ た。
こ うした身体 「運動」概念の 多義化 ， ある い は総合化 とい っ た発展的変容は

， 明

治初年 の 啓蒙主 義時代 に お ける衛生 （養生 ）法に係 る大 きな特徴 と言 えよ う。
こ の 衛生 （養生）

法 と係 わ っ て
， 啓蒙主義時代 に は

， もう
一

つ の 特徴が見 られ た 。 それ は
， 「健康」の 位置づ け

の 問 題 で あ っ た 。 西洋の 近代思想 を特 徴づ ける 思潮に功利主義がある が ，「こ の 功利 主義 にお

い て は ，健 康，知識 ，富が何物 に も ま さる大切 な宝 とされ （西 周 ・福沢諭吉 らの説），特に個

入や 国家社 会の基盤 と して 健康が 第
一

義 的な もの と して 考 えられ て い た」〔GT）の で ある 。

　 「健康」を個人や 国家社会の 基盤 として 第一義 的に と らえる啓蒙思潮 を背景 に
， 「健康 と い

う概念が （中略）明治啓蒙思想を支える 支柱 と して 主知主義教育の 内容 と され」闘 る よ うに な る
。

つ ま り， 「健康」問題 は
， 民間の 啓蒙面だけで は な く，学校教育で も教科 と して取 り上 げられ

た の で ある 。 身体 「運動」 は
， 「健康」問題 と絡 ん で

一
層 その 結 び付 きを強 めて い っ た の で あ

る。

　 明治10年代に入 っ て上 し され た石坂健壮 『小學養生讀本』［Ggl，あ る い は字田 川準
一 『小學生

理訓蒙』  に は
， 先 に触 れ た 『西洋養生論』 や 『百科全 書 　養生 篇』 とほ と ん ど同 じ内容の 運

動論が 「健康」問題 と絡 ん で 展 開 されて い た 。 また
， 明治 14G881）年 の 文部省小学教科書の

調査 に よ れ ば
， 『啓蒙養生訓』， 『西洋養生論』及び 『百科全書　養生篇』は，「優i良教科書」 と

して 活用 され て い た ｛7t）
。

　 健 康に 係 る身体 「運動」 の 定着 に つ い て，明治10年代前半 まで を概観 し て きたが ，明治期 に

入 っ て ，
一般社会 を対象とす る衛生 （養生）書 が，啓 蒙思 想 を背景 に して 次 々 と刊行 された 。

こ れ ら の 書 の ほ とん どは，健康問題 と絡んで 身体 「運動」問題 を取 り上 げ，両者の 係わ りを強

調 して い た 。 また一方で は
， 明治 10年代 前半 に は それ らの 衛生 （養生 ）書が学校教 育に も活用

され た
。

こ うした事象は
， 頭初 に設 定 した 「ウ」 と 「エ 」の 条件を満 たす もの で あ っ た 。 従 っ

て
， 健康 に係 る身体 「運動」 と い う語彙は

， 明治初年の 啓蒙主 義時代 の 末期 頃か ら漸次そ の 定

着傾向 を強め，遅 くとも明治 10年代 の 前半 まで には定着を終 えた もの と言 える 。

】V 　 おわ りに

　健康 に係 る 身体 「運動」語彙の 発達 ・変遷 に つ い て ，医学 （衛生）的分野 に視点 を置 き，
こ

の 語彙の 初出か ら定着 ま で の 過程 を明 らか に して きたが ，終わ りに当た り，
こ れ ま で の 検討で

得られた若干の 知見を以下 に まとめて本稿の 結び とした い
。
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1．　 「運動」 と い う語彙の 原義は
， 「め ぐ りうご く」で あ り，

こ の 語彙は 中国の 漢代に 誕 生

　 した語彙で ある 。 わが 国で は
， 室町時代か らこの 語彙の 使用が見 られた 。

2．　 「運動」 と い う語彙 に は
， 「め ぐり動 く」 を初め

， 「力学的運動」， 「物事の 変化1，「社 会

　的運動」，「軍隊式運 動」，「生理 的運動」，「身体 『運動』」等の 多様な語釈が 見 られ た 。

3． 身体 「運動 」の 類語 に 「うご く」「うご き」，「は た ら く」「は た らかす 」「は た らき」，

　「辛勞」，「動作」，「勞動」 が あ り，
これ ら の 語彙は

， 身体 「運動」 の 前 身 と も言 える語彙

　 で あ っ た 。

　　身体 「運動」 の 初 出は
， 室町時代の 後期 （1500年代初期 ）の 抄物 （例 え ば

， 『孟子抄』）と

　考え られ る 。

4．　 「養生 の 為」 「体 を動か す」 意で の 「運動」 の 使用 の 初 め は
， 貝原益軒 の 『養生訓』 と

　考え られ る
。

こ うした 身体 「運動」 とい う語彙は
， 明治初年の 啓蒙主義時代の 末期頃か ら

　漸次そ の 定着傾向を強め ，明 治10年代 の 前半に は定着を終えた の で ある 。
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